
深紫外LEDの新たな活用法

～ ウイルス病害防除の新技術 ～

セールスポイント

代表する写真

（縦3.3cm、横4.4cm）

具体的な活用場面

◆ トマト苗の育苗施設、植物工場での使用

発明の特徴

◆ 280～290nmの波長を含む紫外線LED光を１日

あたり0.7～1.4kJ/㎡の照射量（８時間程度）で

照射することにより、ウイルス病の感染や発病

を抑制することができます。

◆ 紫外線LED光によるトマト生育への悪影響はほ

とんどありません。

◆媒介昆虫や作業者の手指を介して感染し、農薬が効かないため、防除が困難とされてきた

トマト苗の「ウイルス病」の発病を抑制することができます。

◆ 照射する紫外線LED光は、トマト苗に黄化、えそ及び株のわい化といった障害を与える有害な

波長域（UV‐C）を含みません。
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紫外線でトマトウイルス病抑制
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活用場面と発明の特長
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